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平成３０年度教育訓練実施計画

１ 　

(1) 　消防の本質と責務を正しく認識させ、人間性豊かな人材を育成する。

(2) 　消防活動に必要な規律・節度・団体行動等の重要性を認識させ、団結力を高める。

(3) 　強靱な体力・気力を錬成し、的確な判断力・迅速な行動力を養成する。

(4)

２ 　

　 ア

　

・ 服務義務を良く理解し、職務意欲が旺盛で、住民の信頼を得られること。
・ 警防隊員として、基本的な安全管理について理解し、自らの安全を確保し、災害現場では隊

長の下命に基づく行動ができること。

・ 消防業務全体の概要の理解を図り、住民からの一般的な質問に応答できる知識・技能を持
てること。

・ 厳正かつ規律正しい寮生活を通じて、社会人としての自覚と団体行動の重要性を認識し、協
調精神を向上できること。

毎年実施する。

イ

・ 警防行政の現状及び課題を理解していること。

・ 防災関係法令に関する専門的知識及び災害対策に関する最新の知識を豊富に有している
こと。

・ 各種災害事象に対する基本的消防戦術を理解し、災害現場において部隊を適切かつ効果
的に指揮できること。

・ 心身の健康管理に積極的に取り組めること。

初級幹部科との隔年で実施する。平成３０年度は実施する。

ウ

・ 安全、適切かつ効果的な消防活動に必要な特殊物質に関する専門的知識を豊富に有して
いること。

・ 特殊かつ異様な災害への対応を含め、災害の態様に応じた的確な消防活動要領を理解し
ていること。

・ 災害現場において、隊員の安全管理を優先して、適切かつ効果的な消防戦術を指揮できる
こと。

  次の目標を達成する。

 初任教育

②

 警防科
  次の目標を達成する。

  次の目標を達成する。

①

②

①

 特殊災害科

基本方針 

平成２３年３月の東日本大震災や、一昨年４月に発生した熊本地震により、県民は地震災害の恐
ろしさと不可測性を改めて認識するとともに、一方で消防職員や消防団員の活躍が大いに注目され
ることとなった。

また、記録的短時間大雨情報が各地で頻繁に発表されるなど、防災上の予測が困難な天候によ
る甚大な自然災害が頻発する一方、火災や事故といった人為災害も多発していることから、県民の
間には、災害や事故に対する不安と消防への期待が高まっている。

 こうした中、警防業務をはじめ予防、救急、救助、防災等の広範な業務を任務とする消防職員及
び消防団員の責務はますます大きくなっており、その資質の向上を図ることは重要かつ喫緊の課題
となっている。

このような状況をふまえ、本校では、次の４点を基本方針として、消防職員及び消防団員が消防
の責務を正しく認識し、的確な消防業務を公正、安全かつ能率的に遂行するための知識・技術の修
得、体力の錬成、資質の向上を図る。

基本計画

実施する教育訓練の科目及び研修の「①到達目標」及び「②実施方針」は、次のとおりとする。

ただし、社会情勢等の変化、市町等の要望等に応じて、適宜、見直すものとする。

  消防職員の教育訓練(1)

　社会情勢の変化や市町等の要望に即応した消防に関する知識の修得と技術の向上を図る。

①
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毎年実施する。

エ

・ 査察行政の現状及び課題を理解し、与えられた権限を正しく執行できること。

・ 防火管理、建築規制、危険物規制及び消防用設備等に係る専門的知識を豊富に有し、査察
要領を修得していること。

・ 違反処理に係る専門的知識を修得し、違反対象物の関係者（当該違反対象物の管理につ
いて権原を有する者を含む。）に対して是正を指導できること。

危険物科との隔年で実施する。平成３０年度は実施しない。

オ

・ 危険物行政の現状及び課題を理解し、与えられた権限を正しく執行できること。

・ 危険物化学、指定可燃物及び液化石油ガス等に関して、災害対策上必要な化学的特性等
に係る専門的知識を豊富に有していること。

・ 危険物施設に対して許認可等の規制を的確に行い、違反を適切に処理できること。

予防査察科との隔年で実施する。平成３０年度は実施する。

カ

・ 火災調査業務に係る制度を理解し、与えられた権限を正しく執行できること。

・ 原因調査、損害調査及び鑑識等に係る専門的知識を豊富に有し、的確な判断能力を備えて
いること。

・ 文書実務に係る知識を豊富に有し、技能を十分に発揮できること。

毎年実施する。

キ

・ 救急業務及び救急医学に関する基本的な知識を有していること。

・ 応急処置に必要な解剖生理及び各科の疾病状況に関する専門的知識を有し、応急処置時
における的確な観察及び判断能力を備えていること。

・ 応急処置に必要な専門的技能を十分に発揮できること。

・ 救急用器具及び材料の取扱いに関して精通していること。

毎年実施する。

ク

・ 厳しい条件の下において救助活動を遂行し得る旺盛な士気及び強健な身体を有していること。

・ 救助活動に係る最新の専門的知識を豊富に有し、専門的で高度な技能及び技術を備え、こ
れらを活用した応用力を十分に発揮できること。

・ 救助活動及び救助訓練において自らの安全を確保できること。

毎年実施する。

ケ

・ 初級幹部としての責任及び立場を正しく認識していること。

・ 初級幹部として消防行政の動向を理解していること。

・ 上司を補佐し、部下を指導できること。

・ 事故及び災害の発生時に、迅速な初動対応ができること。

・ 災害現場において、現場指揮者の下命を理解でき、自隊に対する安全管理と的確な下命を
行えること。

警防科及び中級幹部科との隔年で実施する。平成３０年度は実施しない。

 予防査察科

  次の目標を達成する。

②

 危険物科

  次の目標を達成する。

②

 火災調査科

①

②

①

②

①

  次の目標を達成する。

②

①

①

②

 救急科
  次の目標を達成する。

 救助科

  次の目標を達成する。

 初級幹部科

  次の目標を達成する。

①

②
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コ

・ 中級幹部としての責任及び立場を正しく認識していること。

・ 中級幹部として消防及び社会全般の動向を理解していること。

・ 迅速かつ的確な意思決定に基づき、上司を補佐し、部下を指揮監督して、組織を管理できる
こと。

・ 事故及び災害の発生時に、迅速かつ的確な初動対応ができること。

・ 災害現場において、現場指揮者として、災害状況全般の把握、的確な安全管理及び下命を
行えること。

初級幹部科との隔年で実施する。平成３０年度は実施する。

サ

 隔年で実施する。平成３０年度は実施する。

シ

　
 隔年で実施する。平成３０年度は実施しない。

ス

 隔年で実施する。平成３０年度は実施する。

セ

  毎年実施する。

ソ

 平成３０年度は実施する。

タ

 平成３０年度は実施する。

チ

 平成３０年度は実施する。

水中という特殊環境下での困難かつ危険を伴う潜水救助活動において、的確な判断と対応
ができるように、専門的な技術及び知識を修得すること。

   拡大二行為追加講習（心肺停止前の静脈路確保と輸液、血糖測定並びに低血糖発作症例へ

   ビデオ喉頭鏡追加講習（ビデオ硬性挿管用喉頭鏡を用いた気管内チューブによる気道確保）

① 救急救命士の処置範囲拡大に伴い、現に薬剤投与認定救急救命士である者が、心肺機能
停止前の重度傷病者に対する静脈路確保及び輸液、血糖測定並びに低血糖症発作症例へ
のブドウ糖溶液の投与を実施するために必要な知識及び技能を修得すること。

②

のブドウ糖溶液の投与）

   救急救命士養成課程

① 消防職員で、救急業務に関する講習を修了し、５年又は２０００時間以上救急業務に従事し
た者が、救急救命士国家試験の受験資格を取得するために必要な知識及び技能を修得する
こと。

  潜水科

②

各級指揮者（小隊長、中隊長、大隊長）のうち、中隊長、指揮本部長等として災害現場にお
ける指揮活動能力の向上を図り、災害現場の最前線で消防部隊の統括的運用及び指揮活動
を的確に行えること。

 中級幹部科

  上級幹部科

① 上級幹部にふさわしい業務管理、人事管理及び危機管理に必要な知見を備え、かつ、職責
遂行に必要な水準の判断力を有し、組織全体を円滑に管理運営できること。

  災害現場指揮科

①

②

  次の目標を達成する。①

②

①

②

救急救命士の処置範囲拡大に伴い、気管挿管の講習を修了している救急救命士の資格を
有する者が、ビデオ硬性挿管用喉頭鏡を用いた気管内チューブによる気道確保を実施するた
めに必要な知識及び技能を修得すること。

②

①

②

  指導救命士養成研修

① 救急業務の進歩発展のため、自身の救急救命士・隊長としての活動を通じて培った医学的
知識・現場経験を踏まえて、メディカルコントロールを担う医師との連携のもと、救急救命士及
び救急隊員等が行う救急活動全般を教育指導するために必要な知識と技術を修得すること。

②
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　 ア

・分団の指揮者としての職責を自覚し、消防団の管理運営及び活性化に資する広い知識を有
していること。

・各種災害発生時における分団の管理運営及び効果的な現場活動の在り方を深く理解してい
ること。

毎年実施する。

イ
次の目標を達成する。

・災害時における現場指揮者としての職責を自覚し、現場指揮及び安全管理の知識及び技術
を有していること。

・大規模災害時において、現場指揮者として、火災防ぎょ、水災活動、救助救命、避難誘導及
び情報収集・伝達に係る的確な現場指揮及び安全管理の知識及び技術を有すること並びに
自主防災組織等に対して防災指導を行えること。

毎年実施する。

ウ

 毎年実施する。

エ

 毎年実施する。

　 ア

 毎年実施する。

イ

 毎年実施する。（兵庫県こころのケアセンターにおいて実施。）

ウ

 隔年で実施する。平成３０年度は実施しない。

エ

　

(3)    消防職員の研修

  短期教育（一日入校）

市・町消防団の要請に基づき、消防学校職員を現地に派遣して実施する訓練礼式、ポンプ
操法、放水訓練等、消防・防災活動上の知識の修得及び技術の向上を図ること。

  現地訓練

市・町消防団の要請に応じて実施する訓練礼式、ポンプ操法、放水訓練、器具取扱訓練
等、消防・防災活動上の知識の修得及び技術の向上を図ること。

②

②

①

②

①

  次の目標を達成する。

山岳用救助器具を使用しての基礎訓練、想定訓練を通じ、山岳救助技術及び各種救助技
術の向上を図ること。

 指揮幹部科現場指揮課程

②    平成３０年度は実施する。

②

①

①

 指揮幹部科分団指揮課程

  消防団員の教育訓練

　惨事ストレス研修

自衛消防組織の幹部隊員が、大規模地震を想定した消防計画の検証と見直しに必要な知
識を学ぶとともに、実技訓練を通じて自衛消防組織の防災力の向上に資すること。

①

②

②

①

②

(4)    自衛消防隊員の研修

　自衛消防隊長研修

(2)

  山岳用救助器具取扱技術研修

　ポンプ操法研修

① 大規模災害時等、極めて悲惨な現場において活動したことにより生じる惨事ストレスに対す
る理解を深め、対処法を修得すること。

   小型ポンプ操法及びポンプ車操法の実施要領を理解し、消防団員等にポンプ操法を的確に
指導できること。

①

②

通信指令業務における法律上の諸問題を理解するとともに、円滑な受信・応答・指令に資
する技術の共有と通信管制業務対応技能の向上を図る。

   平成３０年度は実施する。

　通信担当者研修

①
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通学

宿泊

の別

平成30年 4月 5日（木）～  9月27日（木） 6ｶ月 162 全寮

平成30年11月 5日（月）～11月16日（金） 10日 37 全寮

平成30年11月26日（月）～ 12月7日（金） 10日 30 全寮

（平成30年度は実施しない） 10日 － 全寮

平成30年10月22日（月）～ 10月26日（金） 5日 32 全寮

平成30年12月 5日（水）～ 12月18日（火） 10日 35 全寮

平成31年 1月17日（木）～ 3月12日（火） 38日 158 全寮

平成30年10月 2日（火）～11月 1日（木） 22日 34 全寮

（平成30年度は実施しない） 10日 － 全寮

平成30年11月 8日（木）～11月16日（金） 7日 31 全寮

平成30年10月 9日（火）～10月11日（木） 3日 21 全寮  

 災害現場指揮科 （平成30年度は実施しない） 3日 － 全寮

平成30年 7月23日（月）～ 7月27日（金）  5日 21 全寮

平成30年 9月 3日（月）～ 31年 3月 中 7ｶ月 49 選択

①平成30年 5月9日（水）、10日（木）
②平成30年 5月16日（水）、17日（木）
③平成30年 5月23日（水）、24日（木）

2日 88 通学

座  学 ：平成30年 7月10日（火）、11日（水）
実技①：平成30年 7月18日（水）
　　　　　　　　　　　　　　　　 ～ 7月20日（金）
実技②：平成30年 7月24日（火）
　　　　　　　　　　　　　　　　 ～ 7月26日（木）
実技③：平成30年 7月31日（火）
　　　　　　　　　　　　　　　　 ～ 8月2日（木）

5日 96 通学

プレトレーニング：平成30年 5月21日（月）
本   研   修 ：平成30年 6月18日（月）
　　　　　　　　　　　　　　　　 ～ 6月29日（金）
実践実技指導：拡大二行為追加講習中に１日

12日 20 通学

平成30年11月17日（土）～11月18日（日） 2日 127 全寮

平成30年11月24日（土）～11月25日（日） 2日 88 全寮

 短期教育 原則として火曜日に実施 1日 338 通学

 現地教育 随時（申出書を4月末日までに提出する。） 1日 535 －

（注）　１

２

３  救急救命士養成課程ほか救急救命士教育の具体的な実施案内は、別途通知する。

４  拡大二行為追加講習は、７月10日、11日に全入校生を対象として、座学集合研修を実施する。

 専科教育

 予防査察科

 初級幹部科

 救急科

消防団員

  指揮幹部科分団指揮課程

消防職員

救急救命
士教育

 特別教育

 危険物科

 拡大二行為追加講習

 警防科

 現地訓練

 人数は平成３０年度の入校希望数を示す。

 指導救命士養成研修

 救助科

 一日入校

 上級幹部科

 潜水科

３　教育・研修日程

(1)  教育日程

　　　項目
対象

人数

 火災調査科

日数教 育 科 目教育の種類 実 施 期 間

 初任教育

 幹部教育

 救急救命士養成課程

 中級幹部科

 申込者が２０人に満たない場合は実施しない場合がある。

 幹部教育
  指揮幹部科現場指揮課程

 ビデオ喉頭鏡追加講習

 特殊災害科
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通学

宿泊

の別

平成31年 3月 6日（水）～ 3月 8日（金） 3日 30 通学

未定（日程、方法等については別途通知） 2日 23 通学

小　型 （平成30年度は実施しない） 半日 － 通学

ポンプ車 （平成30年度は実施しない） 半日 － 通学

平成31年 1月9日（水）～ 1月11日（金） 3日 34 宿泊

平成30年11月20日（火） 1日
別途
照会 通学

（注）　１

２

３  自衛消防隊長研修については、別途受講希望者を照会する。

 人数は平成３０年度の受講予定者数を示す。

 惨事ストレス研修の人数は、兵庫県こころのケアセンターと調整後、決定する。

実 施 期 間

 山岳用救助器具取
 扱技術研修

 惨事ストレス研修

自衛消防隊員

(2)  研修日程

 自衛消防隊長研修

 ポンプ操法研修

人数
　　　　　　　　　項  目
　対  象

日数

消防職員

 通信担当者研修

研 修 名
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４

　

　 初任教育

･ 実施期間

･ 入校資格

時間数

5

8

11

8

26

14

20

17

17

21

9

15

9

27

15

22

30

29

50

28

45

39

213

39

35

24

57

833

気象と災害、地震対策等の知識

   （注）　教育生は、教育訓練期間中に次の資格試験を受験する。

消防用ポンプの基本操作要領、放水訓練、ポンプ操法訓練

消防機械器具類の操作要領

入校・卒業式、査閲、自由研究等

所属研修（隔日勤務の実施）

　　　　　  ・第二級陸上特殊無線技士　　　・危険物取扱者　

各種災害を想定した実践的な行動訓練

ア

(ｱ)

査察の基本的事項、査察要領と違反処理

消防法上の危険物、危険物施設の規制

　消防職員教育

各種火災における基本的防ぎょの概要と行動

消防行政と法、法の効力、行政法

防火管理、消防広報、自主防災

地方自治と消防制度、消防の組織

  教育・研修の内容 

救急概論、人体知識、応急処置法、傷病別応急処置

建築構造、建築法令と規制

消防法の目的、主要規定の概要

  教育の内容

新任消防職員

平成３０年４月５日（木）～９月２７日（木）

内　　容

消防の社会的使命と責任、公務員倫理、社会講話、業務講話

(1)

火災原因調査、損害調査等の関係書類の作成

消防活動上必要な科学的知識

各種資格取得教育等

安全管理の意義、重要性、安全対策

消防用設備の規制及び基準の概要と手続き関係

地方公務員制度、消防実務と勤務関係の基本的知識

体力づくり、体力測定等

特殊災害の概説、基礎知識、活動要領、安全管理

訓練礼式の概要、各個・小隊・中隊訓練

救助（ロープ訓練を含む）の要領

消防用自動車と機械器具の構造及び取扱い、水力学

計

行事その他

選択研修

実務研修

体育

消防活動応用訓練

機器取扱訓練

救助訓練

消防活動訓練

訓練礼式

消防機械・ポンプ

救急

防災

火災調査

火災防ぎょ

特殊災害

安全管理

建築

査察

消防用設備

危険物

予防広報

理化学

服務と勤務

消防組織制度

消防法

法学基礎

倫理

教科目
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　 専科教育

① 警防科

･ 実施期間 平成３０年１１月５日（月）～１１月１６日（金）

･ 入校資格 警防業務担当者で消防司令補以下の者

時間数

1

5

13

14

10

15

7

3

2

70

② 特殊災害科

･ 実施期間

･ 入校資格

時間数

1

2

14

30

8

13

2

70

③ 予防査察科

･ 実施期間

･ 入校資格

時間数

1

2

6

24

7

14

7

6

2

1

70

(ｲ)

各種災害対策、警防行政の現状と課題

消防同意制度、建築基準法の概要

各種想定訓練（現場指揮・安全管理）

平成３０年１１月２６日（月）～１２月７日（金）

職責と心構え

予防査察行政の現状と課題
消防関係法令の改正内容

職責と心構え

平成３０年度は実施しない

特殊災害対応業務担当者

効果測定　

内　　容

関係法令等

災害現場の指揮、現場指揮要領と安全管理

入校式、修了式

図上訓練の企画・立案要領及び訓練、事後検証

メンタルヘルス、惨事ストレス

グループ討議等を通じての問題解決

製造所等に対する規制と査察要領

実務研究課題討議（違反処理、査察、災害等の事例）

内　　容

危険物、高圧ガス、放射性物質、電気、火薬類、生物剤等における
活動要領及び各種防護服着装、各種資器材取扱い

危険物災害、特殊な空間・環境における安全管理、テロ災害時にお
ける安全管理

図上訓練の企画・立案要領及び訓練、事後検証

入校式、修了式

危険物、高圧ガス、放射性物質、電気、火薬類、生物剤、化学剤等に
関する法令及び基礎知識、国民保護法関係

概論、災害事例

行事その他　

予防査察事務担当者

内　　容

職責と心構え

査察要領、消防用設備の構造機能、防火管理制度

入校式、修了式

防火対象物・危険物施設の査察、建築・設備図面の見方

違反処理（概要、手続き、要領、不服審査手続き等）

学科考査

計

消防戦術と安全管理　

警防対策　

防災　

講話　

計

行事その他　

健康管理　

事例研究　

実技訓練　

図上訓練　

教科目

計

行事その他　

図上訓練　

特殊災害における安
全管理

特殊災害に対する消
防活動要領

危険性物質等に係る基
礎知識及び関係法令

特殊災害の概論

講話　

教科目

事例研究　

査察実習

違反処理

危険物規制

査察

消防同意

予防査察行政の現状
と課題

講話　

教科目
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④

･ 実施期間

･ 入校資格

時間数

2

4

21

5

1

2

35

⑤

･ 実施期間 平成３０年１２月５日（水）～１２月１８日（火）

･ 入校資格 火災調査事務担当者　

時間数

5

31

2

3

8

14

4

1

2

70

⑥
･ 実施期間
･ 入校資格

時間数
1

50

73

67

25
50

266

心肺停止、ショック、出血、一般外傷、頭部損傷、熱傷、中毒、溺水、
異物等の応急処置

シミュレーション実習、医療機関実地研修、入校式、修了式

内　　容

原因調査の内容及び進め方、調査の要領

関係法規、事件訴訟、情報公開制度

鑑識の概念、実施要領

救急医療、社会福祉、呼吸、循環系を主とした解剖生理等

損害調査の内容及び進め方

内　　容

危険物管理、安全管理

救急科

火災調査科

各危険物の規制及び許認可事務等、違反処理

危険物科

基礎化学、危険物化学、危険物実験

入校式、修了式

学科考査

危険物規制事務担当者

平成３０年１０月２２日（月）～１０月２６日（金）

調査書類の作成要領

入校式、修了式

職責と心構え

実務研究課題討議（許認可等、違反処理）

模擬火災調査

各種事例（特異火災・調査書類作成・訴訟等）

学科考査

観察、検査、総論、各論、救急医療等

内　　容

小児、新生児、高齢者、産婦人科、精神障害の応急処置

計

行事その他　

効果測定　

事例研究　

危険物規制

危険物化学

危険物行政の現状と
課題

教科目

計

行事その他　

効果測定　

事例研究　

調査書類

調査実習

鑑識

損害調査

原因調査

特殊病態別応急処置

病態別応急処置

応急措置の総論

救急業務及び救急医
学の基礎

講話　
教科目

初任教育修了の職員で、かつ救急隊員資格を必要とする者
平成３１年１月１７日（木）～３月１２日（火）

原因調査関係法規

教科目

計
実習及び行事

（定員は３２名、希望者多数の場合は調整します。）

－9－



⑦
･ 実施期間
･ 入校資格

 

時間数
1

11
24
4
9

52
45
5
3

154

　
①
･ 実施期間
･ 入校資格

時間数
1
1
8
3

12
10
18
15
2

70

②
･ 実施期間
･ 入校資格

時間数
1
1
4
3

10
4
8

15
3

49

計

入校式、修了式

災害救助対策
安全管理

(ｳ)

主要救助器具の取扱い

内　　容

救助科

組織と監督、事故防止、人権、情報公開、健康管理等
公務災害、安全対策

入校式、修了式

職責と心構え
救助活動と安全管理
救助対策と活動事例

職責と心構え

（定員は３６名、希望者多数の場合は調整します。）

学科考査・実技考査
想定（高所・低所・火災・交通事故等）訓練

一次外傷処置

幹部教育
初級幹部科

内　　容

消防司令補の階級にある者で係長でない者又は消防士長
平成３０年度は実施しない

基本（高所・低所・火災・交通事故等）訓練

通常点検
消防制度、消防行政の課題

災害現場の指揮、現場指揮要領と安全管理、各種想定訓練

　

行事その他　
効果測定　
総合訓練
救助訓練

消防時事
訓練礼式

消防財政のしくみ

職責と心構え

人事業務管理
消防財政

グループ討議等を通じての問題解決

消防制度、消防行政の課題
消防財政のしくみ

中級幹部科

　

通常点検

公務災害、安全対策
災害現場の指揮、現場指揮要領と安全管理

組織と監督、事故防止、人権、情報公開、健康管理等

訓練礼式
講話　

救助器具取扱訓練
救急

講話　
教科目

教科目

計
行事その他　
事例研究
現場指揮
安全管理

講話　

教科目

計
行事その他　
事例研究
現場指揮
安全管理
人事業務管理
消防財政
消防時事

平成３０年１０月２日（火）～１１月１日（木）

消防司令又は消防司令補の階級にある者で係長以上の者
平成３０年１１月８日（木）～１１月１６日（金）

グループ討議等を通じての問題解決
入校式、防災関係業務視察、修了式

内　　容

 救助業務担当者で消防士長以下の者
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③

･ 実施期間

･ 入校資格

                         

時間数
2
3
3
3
8
2

21

　

① 災害現場指揮科

･ 実施期間

･ 入校資格

時間数

2

4

3

3

4

3

2

21

②

･ 実施期間

･ 入校資格

時間数

3

14

14

3 技術チェック

1

35

教科目

効果測定

運用及び指揮活動の中心を担う中隊長、指揮本部長その他これらに類する任務を担

消防司令又は消防司令補の階級にある者で、災害現場における消防部隊の統括的

入校式、修了式

(ｴ)

管理職の役割管理職の役割
教科目

潜水科

内　　容

指揮体制・部隊運用

指揮要領

指揮概論

災害現場における安全管理体制

図上訓練の企画・立案要領及び訓練、事後検証

想定訓練（現場指揮）

災害現場における指揮活動

内　　容

特別教育

上級幹部科

指揮者の役割

図上訓練

安全管理

入校式、修了式

安全管理、活動要領、スクーバ潜水、ロープ信号等

各種検索訓練（環状、ジャックステイ、半円・平行等）、
海洋実習

泳力チェック
スキンダイビング
　　潜行・浮上
　　スノーケリング・マスククリア、スノーケルクリア、３点脱着
スクーバダイビング
　　機材セッティング、中性浮力、潜行・浮上、機材脱着、
　　エントリー、バディーブリージング、エアーステーション、
　　アンカー設定、環状検索・ジャックステイ検索

内　　容

職場管理、消防行政の現状と課題
人事管理、惨事ストレス

指揮体制の確立と部隊運用要領

計

行事その他　

計
行事その他　
事例研究
危機管理
人事管理

教科目

平成３０年度は実施しない

グループ討議等を通じての問題解決
危機管理の基本理論、災害報道のあり方

実技訓練

（潜水士免許又はＣカード取得者）

潜水等による救助技術が必要な者

平成３０年７月２３日（月）～７月２７日（金）

う消防吏員

応用訓練

基礎訓練

基礎知識

入校式、修了式

計

行事その他　

（消防大学校の上級幹部科の修了者は除く）

消防司令長又は消防司令の階級にある者で本部の管理業務を行う者

平成３０年１０月９日（火）～１０月１１日（木）

業務管理
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① 救急救命士養成課程

･ 実施期間

 ･ 入校資格

単位数

3 人体の構造と機能

2 疾患の成り立ちと回復の過程

1 健康と社会保障

4 救急医学概論

6 救急症候　・　病態生理学

5 疾病救急医学

2 外傷救急医学

1 環境障害　・　急性中毒学

9 臨地実習（病院実習を含む）

33

①

･ 実施期間

 
 

･ 入校資格

時間数

3

9

3

1 入校式、修了式

16

③

･ 実施期間

･ 入校資格

　　　　　　　　　　　
時間数

3.5

3 糖尿病及び低血糖の病態と治療

4 ショックの病態と治療

2 メディカルコントロールと救急救命処置

18

6.5

1 入校式、修了式

38

がありビデオ硬性挿管用喉頭鏡を用いた気管内チューブによる気道確保の認定を受け

現に気管挿管の講習を修了している救急救命士のうち、救急業務の高度化への意欲

並びに低血糖発作症例へのブドウ糖溶液の投与）の認定を受けようとする者

二行為（心肺機能停止前の重度傷病者に対する静脈路確保及び輸液、血糖値測定

 （ビデオ硬性挿管用喉頭鏡を用いた気管内チューブによる気道確保）

基本手技・OSCE実習

教科目

医療倫理・安全管理

座学

現に薬剤投与認定救急救命士である者で、救急業務の高度化への意欲があり拡大

(ｵ)

 （心肺停止前の静脈路確保と輸液、血糖測定並びに低血糖発作症例へのブドウ糖溶液の投与）

内　　容

ようとする者

筆記試験・基本手技試験

内　　容

救急救命士教育（詳細は別途通知する。）

ビデオ硬性挿管用喉頭鏡を用いた気管挿管に必要な知識と事故対策

実習

内　　容

救急隊員で救急救命士国家試験の受験資格を取得しようとする者

③５月２３日（水）、２４日（木）
②５月１６日（水）、１７日（木）

ビデオ喉頭鏡追加講習

基本手技・OSCE実習

平成３０年７月に座学を一括、実技を３期分割で実施（研修期間５日間）

平成３０年５月中に３回実施（研修期間２日間）
①５月９日（水）、１０（木）

計

行事その他　

試験

専門分野

専門基礎分野

区　　分

実技③：７月３１日（火）～８月２日（木）

実技②：７月２４日（火）～２６日（木）

実技①：７月１８日（水）～２０日（金）

座学：７月１０日（火）、１１日（水）

筆記試験・基本手技試験

教科目

計

行事その他　

試験

実習

座学

平成３０年９月３日（月）～平成３１年３月中

計

実習

拡大二行為追加講習
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④ 指導救命士養成研修

･ 実施期間

･ 入校資格

単位数

11.5 医学概論、メディカルコントロール、統計学等

18 安全管理、接遇要領、救急現場学の構築等

22 成人教育法、評価技法等

19.5 症例検討会の計画と運営、救急事後検証等

8 総合シミュレーション

8 確認テスト、基本手技の確認等

8 拡大二行為追加講習における実践実技指導

95

　

　

① 分団指揮課程

･ 実施期間 平成３０年１１月１７日（土）～１１月１８日（日）

･ 入校資格

　　　 　　　　　　　　　
　　
　 時間数

3

3

1 各個訓練

2

1

2 入校式、修了式等

12

　 ②

･ 実施期間

･ 入校資格

時間数

1

1 各個訓練

10 救助・救命、応急手当、火災防ぎょ、避難誘導等

2

14

短期教育（一日入校）

　 現地教育

   市・町消防団の要請に基づき、消防団員に対して、消防・防災活動上の知識の修得及び技術の向

計

所属の救急救命士及び救急隊員を指導するのに必要となる高度な医学的知識と技術

   市・町消防団の要請に基づき、消防団員に対して、消防学校職員を派遣して消防・防災活動上の知

プレトレーニング：平成３０年５月２１日（月）

内　　容

職責と心構え

(ｲ)

(ｱ)

教科目

計

分団指揮者としての職責と心構え等

（ただし、寮室等の都合上、入校者数を制限する場合がある。）

(ｳ)

防災対策、災害対策基本法と消防団の役割等

幹部教育　指揮幹部科

現場指揮課程

イ 　消防団員教育

内　　容

入校式、修了式

消防団の充実強化及び活性化事例等

内　　容

を持つ救急救命士で、所属長が推薦する者

実践実技指導：平成３０年度拡大二行為追加講習の中で１日

本研修：平成３０年６月１８日（月）～６月２９日（金）

実践実技指導

プレトレーニング

総合シミュレーション

連携分野

指導分野

技術分野

知識分野

区　　分

計

行事その他　

事例研究

実技訓練

訓練礼式

防災

組織制度・安全管理

教科目

行事その他　

実技訓練

訓練礼式

現場指揮・安全管理

上を図るための教育訓練を実施する。

副団長、分団長又は副分団長の階級にある者

原則として部長又は班長の階級にある者

平成３０年１１月２４日（土）～１１月２５日（日）

　（※４月末日までに申請が必要）

識の修得及び技術の向上を図るための教育訓練を実施する。

消火活動、避難訓練等
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･ 実施期間

･ 入校資格

･ 内　　　容　

　

･ 実施期間

･ 入校資格

･ 内　　　容　

　　　　　　　　　 対処法 ： ストレスマネジメント、リスニング・カウンセリングの基礎、事例検討等

　

･ 実施期間

･ 入校資格

･ 内　　　容　

･ 実施期間

･ 入校資格

･ 内　　　容　

　

･ 実施期間

･ 入校資格

･ 内　　　容　

　　　　　　　　　

エ

イ

山岳用救助器具の取扱要領及びザイルに関する知識・結索等を概ね修得している者

山岳用救助器具取扱技術研修（詳細は別途通知する。）

ウ

 研修の内容
ア

オ

(2)

通信指令業務に必要となる法律等の基礎的な知識の修得、技術の向上及び情報の

不特定多数の利用者が出入りする建築物等における大規模地震に対応した消防計画

惨事ストレス研修（詳細は別途通知する。）

の検証と見直し、実災害への対応要領

ポンプ操法研修

通信担当者研修

自衛消防隊長研修（詳細は別途通知する。）

通信指令業務担当者

平成３１年１月９日（水）～１月１１日（金）

（定員は３６名、希望者多数の場合は調整します。）

平成３１年３月６日（水）～３月８日（金）

山岳用救助器具を使用した基礎訓練及び想定訓練

悲惨な現場での活動で生じる惨事ストレスの対処法を修得する。

ストレスを抱えた職員をケアする立場の者（管理、監督的立場の職員）

未定（２日間）

自衛消防組織の統括管理者（自衛消防隊長）又は班長

平成３０年１１月２０日（火）

小型ポンプ操法及びポンプ車操法の実施要領

消防団員等にポンプ操法を指導する者

平成３０年度は実施しない

共有を図る。
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1(日) 2(月) 3(火) 4(水) 5(木) 6(金) 7(土) 8(日) 9(月) 10(火) 11(水) 12(木) 13(金) 14(土) 15(日) 16(月) 17(火) 18(水) 19(木) 20(金) 21(土) 22(日) 23(月) 24(火) 25(水) 26(木) 27(金) 28(土) 29(日) 30(月)

入校式 面接
辞 令
交 付

歓迎体
力錬成

初　任　教　育　( 4/5～ 9/27 )  6ｶ月  
御 坂
体 錬

1(火) 2(水) 3(木) 4(金) 5(土) 6(日) 7(月) 8(火) 9(水) 10(木) 11(金) 12(土) 13(日) 14(月) 15(火) 16(水) 17(木) 18(金) 19(土) 20(日) 21(月) 22(火) 23(水) 24(木) 25(金) 26(土) 27(日) 28(月) 29(火) 30(水) 31(木)

   
強　歩
訓　練

 　 初　任　教　育　( 4/5～ 9/27 )  6ｶ月  
夜間歩行

訓練
代　休  

　  

指導プレ
（5/21）

1(金) 2(土) 3(日) 4(月) 5(火) 6(水) 7(木) 8(金) 9(土) 10(日) 11(月) 12(火) 13(水) 14(木) 15(金) 16(土) 17(日) 18(月) 19(火) 20(水) 21(木) 22(金) 23(土) 24(日) 25(月) 26(火) 27(水) 28(木) 29(金) 30(土)

県・市合同
体力錬成

ポンプ
操法大会

初　任　教　育　( 4/5～ 9/27 )  6ｶ月
大規模災
害訓練

代　休

　  

1(日) 2(月) 3(火) 4(水) 5(木) 6(金) 7(土) 8(日) 9(月) 10(火) 11(水) 12(木) 13(金) 14(土) 15(日) 16(月) 17(火) 18(水) 19(木) 20(金) 21(土) 22(日) 23(月) 24(火) 25(水) 26(木) 27(金) 28(土) 29(日) 30(月) 31(火)

 
予防広報
発表会

初　任　教　育　( 4/5～ 9/27 )  6ｶ月

　

拡大二
行為

1(水) 2(木) 3(金) 4(土) 5(日) 6(月) 7(火) 8(水) 9(木) 10(金) 11(土) 12(日) 13(月) 14(火) 15(水) 16(木) 17(金) 18(土) 19(日) 20(月) 21(火) 22(水) 23(木) 24(金) 25(土) 26(日) 27(月) 28(火) 29(水) 30(木) 31(金)

 代休
5/25・6/29

初　任　教　育　( 4/5～ 9/27 )  6ｶ月

　  

  

1(土) 2(日) 3(月) 4(火) 5(水) 6(木) 7(金) 8(土) 9(日) 10(月) 11(火) 12(水) 13(木) 14(金) 15(土) 16(日) 17(月) 18(火) 19(水) 20(木) 21(金) 22(土) 23(日) 24(月) 25(火) 26(水) 27(木) 28(金) 29(土) 30(日)

初　任　教　育　( 4/5～ 9/27 )  6ｶ月  
査閲

ﾘﾊｰｻﾙ
査閲

査　閲
代　休

卒業式
ﾘﾊｰｻﾙ

卒業式

　  

救急救命士養成課程　( 9月3日 ～ 3月中)  7ｶ月

8月

9月 　

水泳訓練/無線講習 所属研修 (  7/23 ～ 7/27 ) 

7月

5月

6月

５　平成３０年度 月別教育訓練実施計画

4月 　

　

ビデオ喉頭鏡①
（5/9・10）

ビデオ喉頭鏡②
（5/16・17）

ビデオ喉頭鏡③
（5/23・24）

指導救命士養成研修（6/18～29）

拡大二行為実技①
（7/18～7/20）

拡大二行為実技②
（7/24～7/26）

拡大二行為実技③
（7/31～8/2）

潜水科（7/23～7/27）

救助訓練
(8/28～8/30)

拡大二行為座学
（7/10・11）
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1(月) 2(火) 3(水) 4(木) 5(金) 6(土) 7(日) 8(月) 9(火) 10(水) 11(木) 12(金) 13(土) 14(日) 15(月) 16(火) 17(水) 18(木) 19(金) 20(土) 21(日) 22(月) 23(火) 24(水) 25(木) 26(金) 27(土) 28(日) 29(月) 30(火) 31(水)

  　 救　助　科 ( 10/2 ～ 11/1 )  22日   

救急救命士養成課程　( 9月3日 ～ 3月中 )  7ｶ月

1(木) 2(金) 3(土) 4(日) 5(月) 6(火) 7(水) 8(木) 9(金) 10(土) 11(日) 12(月) 13(火) 14(水) 15(木) 16(金) 17(土) 18(日) 19(月) 20(火) 21(水) 22(木) 23(金) 24(土) 25(日) 26(月) 27(火) 28(水) 29(木) 30(金)

 

救急救命士養成課程　( 9月3日 ～ 3月中 )  7ｶ月

自衛消防
隊長研修

1(土) 2(日) 3(月) 4(火) 5(水) 6(木) 7(金) 8(土) 9(日) 10(月) 11(火) 12(水) 13(木) 14(金) 15(土) 16(日) 17(月) 18(火) 19(水) 20(木) 21(金) 22(土) 23(日) 24(月) 25(火) 26(水) 27(木) 28(金) 29(土) 30(日) 31(月)

   

 

救急救命士養成課程　( 9月3日 ～ 3月中 )  7ｶ月

1(火) 2(水) 3(木) 4(金) 5(土) 6(日) 7(月) 8(火) 9(水) 10(木) 11(金) 12(土) 13(日) 14(月) 15(火) 16(水) 17(木) 18(金) 19(土) 20(日) 21(月) 22(火) 23(水) 24(木) 25(金) 26(土) 27(日) 28(月) 29(火) 30(水) 31(木)

救急救命士養成課程　( 9月3日 ～ 3月中 )  7ｶ月

1(金) 2(土) 3(日) 4(月) 5(火) 6(水) 7(木) 8(金) 9(土) 10(日) 11(月) 12(火) 13(水) 14(木) 15(金) 16(土) 17(日) 18(月) 19(火) 20(水) 21(木) 22(金) 23(土) 24(日) 25(月) 26(火) 27(水) 28(木)

救　急　科　( 1/17 ～ 3/12 )  38日

 　　  　　

 救急救命士養成課程　( 9月3日 ～ 3月中 )  7ｶ月

1(金) 2(土) 3(日) 4(月) 5(火) 6(水) 7(木) 8(金) 9(土) 10(日) 11(月) 12(火) 13(水) 14(木) 15(金) 16(土) 17(日) 18(月) 19(火) 20(水) 21(木) 22(金) 23(土) 24(日) 25(月) 26(火) 27(水) 28(木) 29(金) 30(土) 31(日)

救　急　科　( 1/17 ～ 3/12 )  38日

   

救急救命士養成課程　( 9月3日 ～ 3月中 )  7ｶ月

2月

3月 山岳用救助器具
取扱技術研修3日

12月

1月
年始休暇

通信担当者研修
（ 1/9 ～ 1/11 ) ３日

救　急　科　( 1/17 ～ 3/12 )  38日

中級幹部科　( 11/8 ～ 16 )  7日

団・指揮幹部科
分団指揮課程

団・指揮幹部科
現場指揮課程

特殊災害科　( 11/26 ～ 12/7 )  10日

年末休暇
火災調査科 （ 12/5 ～ 18 ) 10日

上級幹部科（10/9～11）3
日

危険物科 （ 10/22 ～ 26 ）5日

11月

警防科 （ 11/5 ～16 ) 10日 特殊災害科（11/26～12/7）

　

10月
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(1)  提出書類及び提出期限

(2)  提出方法等

 電子メール又は郵送とすること。

 ただし、次の書類は郵送とすること。

  ・初任教育 --- 身上申告書（様式２）、健康診断書（写）

  ・救助科 ----- 健康診断書（写）

　※　初任教育の心電図、救助科の負荷心電図については、医師の診断結果のみを記載したもの

     を提出すること。

(3)   記載内容又は公印押印の省略

①  次の書類を電子メールで提出する場合は、個人情報保護の観点から共済組合員証、健康保

  険証の記号・番号の記載を省略できること。

  　・教育生学籍表（様式１）

　 　  ・消防団員教育生入校申請書（様式４）

②　次の書類を電子メールで施行する場合は、公印の押印を省略できること。

　  ・消防団員教育生入校申請書（様式４）

　  ・消防団員短期教育申請書［一日入校］（様式５）

(1)  午前８時４５分までに宿泊棟玄関ロビーで受付を済ませること。

(2)  入校日前日からの宿泊について

　・ あらかじめ所属の了解を得た上で、電話及び電子メール等により事前に連絡すること。

　・ 原則として１６時から２０時までに入寮し、宿直教官に報告すること。

　・ 夕食、翌日の朝食及び入浴はできないこと。

(3)  インフルエンザ・麻疹（はしか）等の感染症を予防するため、予防接種を受けるなど健康管理に十

 分留意した上で入校すること。

(4)  入校及び登下校時は、別に定める教育生規則に基づく通学時の服装とすること。

(5)  自動車で入校する場合は、宿泊棟北側の駐車場を使用すること。

 東側から順に詰めて駐車すること。

　  なお、初任教育及び救急科については、自動車を運転しての登下校は禁止であること。

(6)  個人の着衣や携行品等には、必ず所属・氏名を記入しておくこと。

(7)  教科によっては、必要教材の代金について別途徴収する場合があること。

６　入校手続き等（申請書等の提出について） 

７　入校時の留意事項

       次ページ「提出書類一覧表」に記載する書類を、それぞれ所定の提出期限までに提出すること。

       なお、当初に入校を予定していたが、最終的に入校を申請しない場合は、その旨を電子メール、

    文書等で連絡すること。（消防団員の短期教育及び現地教育は除く。）

　     また、入校予定者数に増減が生じる場合、速やかにその旨を連絡すること。

－17－



８ 提出書類一覧表 

　　　　項目
 対象

教育の種類 教育科目 提出書類名 提出期限

身上申告書（様式２）
健康診断書（所属規定の様式）の写し　※注１参照

（心電図は、医師の診断結果のみを記載したも
のを提出すること）

入校日の
４５日前

　警防科

　特殊災害科

　予防査察科

　危険物科

　火災調査科

　救急科 教育生学籍表（様式１）

　救助科

教育生学籍表（様式１）
健康診断書（所属規定の様式）の写し　※注３参照

（負荷心電図は、医師の診断結果のみを記載し
たものを提出すること）

　幹部教育 　各科共通
教育生学籍表（様式１）
事例研究（様式３）　※注２参照

　特別教育 　各科共通 教育生学籍表（様式１）

　救急救命士
　　　　養成課程
　ビデオ喉頭鏡
　　　　追加講習
　拡大二行為
　　　　追加講習
　指導救命士
　　　　養成研修
　指揮幹部科
　分団指揮課程
　指揮幹部科
　現場指揮課程

　短期教育 　一日入校 消防団員短期教育申請書［一日入校］（様式５）

　現地教育 　現地訓練
現地訓練希望申出書（別記様式第１）　※注４参照

現地訓練申請書（別記様式第２）

（注） 

　

　教育

入校日の
２か月前

消防職員

別途通知 別途通知
　救急救命
　 士教育

(1)

４　現地訓練希望申出書は、４月末日までに提出すること。
３　救助科の健康診断書は、原則として入校前３か月以内に診断を受けたものに限る。

１　初任教育の健康診断書は、採用試験時に受診したものでも可とするが、入校申請時

２　事例研究（様式３）は、教育生学籍表と同時に提出すること。

   初任教育

　専科教育

教育生学籍表（様式１）
事例研究（様式３）　※注２参照

消防団員

消防団員教育生入校申請書（様式４）

入校日の
２か月前

　幹部教育

(2)

  研修の受講申請にあたって提出が必要な書類及びその期限は、別途通知する。

 に消防長が当該入校生の健康状況を確認し申告すること。

　研修

　

－18－



 

備　　　　　考

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

※その他必要と思われるもの
　（入寮する場合）
　・洗面用具
 
　・入浴用具（石けん、ｼｬﾝﾌﾟｰ等）
 

　・上履用の運動靴
　　（宿泊棟のトレーニング室等
　　　を利用する場合に必要）

　　・雨衣

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 ○ 　 ○ 　 ○
　左記以外に必要なもの
　　電卓、ぞうきん（３枚）
　　※ぞうきんは入校時に回収。

　警防科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 ○ ○ ○ 　 　 ○

　特殊災害科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 ○ ○ ○ 　 　 ○

　予防査察科 ○ ○ ○ ○ 　 　 ○ ○ 　 　 ○ ○ ○ 　 　 ○ ○ 　 ○ 　 　  （平成３０年度は実施しない）

　危険物科 ○ ○ ○ ○ 　 　 ○ ○ 　 　 ○ ○ ○ 　 　 ○ 　 　 ○ 　 　

　火災調査科 ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 ○ ○ ○ 　 　 　

　救急科 ○ ○ ○ ○ 　 　 ○ ○ 　 　 ○ ○ ○ 　 　 ○ 　 　 　 　 　

　救助科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ 　 ○ ○ ○ 　 ○ ○ 　個人照明器具、ゴーグル

　初級幹部科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 ○ ○ ○ 　 　 ○  （平成３０年度は実施しない）

　中級幹部科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 ○ ○ 　 　 　

　上級幹部科 ○ ○ ○ ○    ○   ○ ○ ○ 　 　 ○   ○ 　  

  災害現場指揮科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  （平成３０年度は実施しない）

　潜水科 ○ ○ ○ ○ 　 　 ○ ○ 　 　 ○ ○ ○ 　 　 ○ 　 　 　 　 　

　救急救命士
　　　　養成課程

○ ○ ○ ○　　○ 　 ○ 　 ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ 　 　 　 　
　詳細は別途通知
　　※上履用の運動靴持参のこと

  ビデオ喉頭鏡
　　　　追加講習

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
　詳細は別途通知
　　※上履用の運動靴持参のこと

  拡大二行為
　　　　追加講習

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
　詳細は別途通知
　　※上履用の運動靴持参のこと

  指導救命士
　　　　養成研修

○ ○ ○ ○　　 　 　 ○ 　 ○ ○ 　 ○ ○ 　 　 　 　
　詳細は別途通知
　　※上履用の運動靴持参のこと

　指揮幹部科
　分団指揮課程

　 ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 ○ 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　ケブラー手袋

　指揮幹部科
　現場指揮課程

　 ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 ○ 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　ケブラー手袋

短期／現地 一日入校・現地訓練

　詳細は別途通知

　詳細は別途通知

　  ○ ○ 　 ○ 　 ○ 　 　 　 　 ○ 　 　 ○ ○ 　 　 　  （平成３０年度は実施しない）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自衛消防隊員 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 　 　

研
　
　
修

　惨事ストレス研修

　自衛消防隊長研修

　山岳用救助器具取扱技術研修

　ポンプ操法研修

　通信担当者研修

消防職員

幹部教育

教
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
育

特別教育

消防団員

消防職員

　初　任　教　育

救急救命
士教育

白
ヘ
ル
メ

ッ
ト

制
服
・
制
帽

幹部教育

編
上
靴

革
手
袋

短
靴

（
黒

）

運
動
靴

印
鑑

専科教育

　・スリッパ（底ゴムが黒色でな
    いもの）

消
防
手
帳

活
動
服

（
作
業
服

）

安
全
帯

体
操
服

警
笛

救
助
服

救
急
服

ア
ポ
ロ
キ
ャ
ッ
プ

消
防
関
係
法
規
集

　

筆
記
具

９　入校に伴う携行品等

教育の種類 教育科目

携　　　行　　　品

共
済
組
合
員
証
又
は
健
康
保
険
証

ス
リ
ン
グ
ロ
ー
プ
・
カ
ラ
ビ
ナ

長
靴

防
火
衣

（
防
火
帽
・
防
火
手
袋

）
革手袋は４双以上、うち
２双は救助訓練用に使用
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特
殊
災
害
科

　
予
防
査
察
科

（
危
険
物
科

）

　
火
災
調
査
科

　
救
急
科

　
救
助
科

　
初
級
幹
部
科

（
中
級
幹
部
科

）

（
上
級
幹
部
科

）

　

（
潜
水
科

）

　
団
・
一
日
入
校

　
団
・
現
地
訓
練

小
型

ポ
ン
プ
車

姫路市 26 2 - 1 2 - 2 25 3 1 - - 6 - 11 8 0 0 2 2 2 5 2 0 3 15 2 0 118

尼崎市 8 - 1 1 - 1 8 1 1 - - 1 - 3 3 0 230 1 1 6 0 2 3 3 3 16 0 293

明石市 4 - 2 2 - 2 4 2 2 - - 2 - 0 2 0 0 1 1 2 0 1 3 1 4 6 1 41

西宮市 18 1 - 2 2 - 1 16 2 2 - - 3 - 2 2 0 0 2 2 0 1 1 6 4 5 16 1 87

淡路広域 13 - 1 1 - 1 13 1 1 - - 1 - 4 5 0 0 1 0 4 4 2 4 1 5 8 1 70

芦屋市 9 1 - 0 1 - 0 3 1 0 - - 2 - 1 1 0 60 1 0 0 0 0 0 1 2 4 0 86

伊丹市 6 - 1 1 - 2 6 2 2 - - 2 - 0 1 0 0 1 1 0 2 2 0 2 5 5 0 41

西はりま 9 - 3 3 - 2 8 2 3 - - 2 - 10 13 0 0 2 2 7 7 2 7 4 12 0 1 98

豊岡市 3 - 1 2 - 1 3 2 3 - - 0 - 10 3 0 0 3 1 0 5 1 2 1 6 0 0 47

加古川市 16 - 2 2 - 2 16 2 2 - - 2 - 6 0 0 0 1 1 4 4 2 3 2 1 8 0 76

赤穂市 1 - 2 1 - 1 1 2 1 - - 2 - 3 0 0 203 2 1 0 10 2 0 1 8 2 1 243

北はりま 5 - 2 2 - 2 4 2 2 - - 2 - 10 10 0 0 2 1 18 20 2 2 1 8 8 1 103

宝塚市 4 1 - 3 1 - 2 4 2 2 - - 2 - 2 0 0 0 2 2 0 0 1 0 2 2 5 1 36

三木市 2 - 2 2 - 2 2 1 1 - - 1 - 2 2 0 0 1 1 2 2 2 0 1 1 2 1 29

高砂市 3 - 1 1 - 1 3 1 1 - - 2 - 3 3 0 0 1 1 2 2 1 0 1 1 2 2 30

川西市 10 1 - 1 0 - 2 8 2 2 - - 2 - 0 3 29 0 1 1 0 0 1 0 2 2 4 1 70

小野市 1 - 1 1 - 1 0 1 1 - - 1 - 1 0 0 0 2 1 2 3 2 0 1 0 3 2 22

三田市 2 - 1 1 - 1 2 2 1 - - 1 - 2 3 0 0 2 1 2 0 1 1 1 4 4 0 32

篠山市 4 - 1 1 - 1 4 1 1 - - 1 - 9 4 0 0 2 1 2 2 2 0 1 2 4 0 43

南但 2 1 - 1 1 - 1 1 1 1 - - 1 - 5 3 0 0 1 0 2 2 2 0 1 4 1 1 30

丹波市 3 1 - 2 1 - 2 2 2 1 - - 2 - 6 0 0 0 2 1 2 2 2 2 0 2 4 0 38

美方広域 2 - 0 1 - 1 2 1 1 - - 2 - 7 0 0 0 1 0 2 2 1 0 1 2 0 0 26

猪名川町 1 - 0 1 - 1 1 0 1 - - 1 - 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 10

神戸市 - - 0 4 - 0 0 0 0 - - 0 - 0 0 0 0 0 0 10 0 1 0 10 14 14 1 54

県外 - - 0 2 - 0 0 0 1 - - 12 - 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15

計 152 (8) - 31 37 - 32 136 36 34 - - 53 - 98 66 29 493 34 23 69 73 35 33 45 108 120 15 1,752

　
追
加
講
習

（
二
行
為

）

　
山
岳
用
救
助
器
具
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　
技
術
研
修

　
追
加
講
習

（
喉
頭
鏡

）

　
救
急
救
命
士
養
成
課
程

　
団
・
指
揮
幹
部
科

　
　
　
　
分
団
指
揮
課
程

　
団
・
指
揮
幹
部
科

　
　
　
　
現
場
指
揮
課
程

　
惨
事
ス
ト
レ
ス
研
修

　
ポ
ン
プ
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　　※　救急科、山岳用救助器具取扱技術研修、ポンプ操法研修及び救急救命士養成課程にあっては修了見込み。
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平成２９年度  初任・専科等教育訓練修了者数

　　　　　　　　　　平成30年2月末現在 
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本部名
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拡
大
図

・三木東ICより、2.7km

・押部谷駅より、3.6km（神戸電鉄）

・緑が丘駅より、3.6km（神戸電鉄）

・西神中央駅より、9.8km（神戸市営地下鉄）

※ 徒歩の場合は、緑が丘駅から

の方が歩道があって安全です。

また、タクシーの利用も緑が丘

駅の方が便利です。

南門

学習・管理棟

教育棟

入校者用駐車場

グラウンド

e-ﾃﾞｨﾌｪﾝｽ

周 辺 図

兵庫県広域防災センター・兵庫県消防学校案内図

宿泊棟

車でご来校の方は、この経路で南門から進入し、
宿泊棟北側の入校者用駐車場に東側から順に詰め
て駐車してください。

－ 消防学校入校の皆様へ －

御坂

笠松峠
衝原湖

御坂東ＧＳ

呑吐ダム

三木東I.C

主訓練棟

サ
ー
キ
ッ
ト
訓
練
場

プール
屋
内
訓
練
場

至大阪至岡山

至三木市街

兵庫県広域防災センター

兵庫県消防学校
三木市志染町御坂1-19

TEL 0794-87-2920

FAX  0794-87-2925

補助訓練塔

受付

日

赤

棟
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